亜細亜大学探検部
～僕の私の探検論・冒険論2010～

Q1．部則はありますか？
・はい
Q2．部員は部則を把握する機会がありますか？
 
・特に把握する機会はありません。
実際にどういった部則があるのかわかりません。

Q3．緊急時の対策として何をしていますか？

・在京連絡人を置き、常に連絡の取れる体制をとっている。


Q4．亜細亜大学探検部が目指す探検とは。
　
・部員それぞれが目標を持って活動し、その活動から新たなことを発見して更なる発展を目指す。


Q5．現部員が目指す探検とは。

· もっと資料とか調べ今までおこなってきた活動をもっと中身の濃い内容にすること。
· 今まで亜細亜大学探検部ではやらなかったことに挑戦する。
· 楽しく思い出に残るような活動。
· 新聞やニュースに載れるようなすごいこと。


Q6．今一番興味のある活動。

· もうひとつの東海道駅伝
· 無人島サバイバル合宿
· 洞窟
· 海外長期活動


Q7．亜細亜大学探検部の代表的な歴代の活動といえば。

· ママチャリで愛・地球博に行った事。
· 一般学生を招いてのアジアラフト。

Q8．部が連盟に加盟している目的は何ですか？

· 他大学との交流をはかり、情報を手にいれ更なる活動の発展を目指すため。
· 他大学の活動報告を聞くことによって、部員の意思改革をおこなう。

Q9．なぜ探検部に入ったのですか？

· 名前でインパクトを受けた
· ラフティングがやりたかった
· 友人に誘われた
· そこに探検部があったから
· ノリで入部した　　　　などなど

Q10．今後の探検部について。

· 部員が増加傾向にあるのでサークルっぽくなるだろう
· 結構身内でいるので積極的に他大学と交流してほしい
· 部員数100人突破
